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令和６年度予算案と重要施策

Ⅰ 予算案総括表

一般会計 令和６年度
（A）

令和５年度
（B）

対前年度比較
（A）-（Ｂ） 伸率

消防費 164億3,760万円 172億3,603万円 ▲7億9,843万円 ▲4.6％
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１ 災害防ぎょ活動体制の充実 25億5,954万円

アイランドシティに消防出張所を新設
アイランドシティ及び周辺地域における消防・救急需要に的確に対応するため、
新たに消防出張所を整備します。

消防学校機能強化
消防職員、消防団員の災害対応能力向上を図るため、消防学校機能強化
に向けた設計等に着手します。

ヘリコプターテレビ電送システム地上設備更新整備
災害時における良好な情報収集体制を確保するため、ヘリコプターテレビ電送
システム地上設備を更新します。

消防救急デジタル無線更新整備
災害時における良好な通信体制を確保するため、福岡都市圏消防本部が
共同で無線通信設備を更新します。

消防車両の更新等
救助工作車、特殊災害対応車等の消防車両６台を更新します。

消防庁舎の改修等
消防本部及び消防署の非常用電源の更新や庁舎の改修等を行います。

Ⅱ 主な重要施策と予算

Pickup

Pickup

２ 救急体制の充実 4億1,033万円

城南消防署に救急隊を増隊
救急需要の増加に的確に対応するため、城南消防署に救急隊を増隊します。

ＦＣ救急車の実証事業
ＦＣ救急車の実用化に向けた実証を実施します。

救急車両の更新
高規格救急車６台及び生体情報モニタなどの車載資機材を更新します。

救急救命士の養成
救急業務の高度化のために必要な救急救命士を、継続的に養成します。

３ 防火・防災体制の充実 1億6,960万円
防火・防災管理講習のオンライン化
オンライン講習を導入し、受講者が受講しやすい環境づくりに取り組みます。

災害に強い地域づくり
災害に強い地域づくりを推進するため、消防団等と連携し、地域の自主防災組織
等が行う防火・防災訓練の支援や啓発を行います。

市民に身近な消防づくり
市民に親しまれる消防を目指して、各消防署における体験型の庁舎開放イベント
や消防音楽隊の演奏活動など、広報事業の充実に取り組みます。

Pickup

Pickup

Pickup
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令和6年度の主な事業

１ 災害防ぎょ活動体制の充実

アイランドシティにおけるまちづ
くり・みなとづくりの進展や人口
の増加などによる消防・救急需要
に的確に対応するため、新たに消
防出張所を整備します。

アイランドシティに消防出張所を新設 【2億9,353万円】

＜今後の予定＞
令和6年度 用地の取得

庁舎の設計

令和7年度～ 建築工事

令和8年度中 供用開始

消防学校機能強化 【1億2,187万円】

様々な災害への対応能力の向上を図るため、教育訓練を効果的・効率的に実施できる
機能の強化に向けた施設整備に着手します。

（和歌山県消防学校提供）

※消防学校平面図

・専門的知識・技術が効果的に修得で
きる教育環境の整備

（既存施設改修）

【強化する機能】

＜今後の予定＞
令和6年度 基本設計（新規整備）

実施設計（既存施設改修）

令和７年度～順次 建築工事

令和12年度頃までに各施設順次供用開始

・大規模な水害や土砂災害、住宅密集
地域や倉庫等での火災など災害現場特
有の特殊な環境を再現できる機能

（新規整備）

イメージイメージ

（京都市消防局提供）

消防出張所
（予定地）
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２ 救急体制の充実

城南消防署に救急隊を増隊 【6,803万円】

３ 防火・防災体制の充実

防火・防災管理講習のオンライン化 【710万円】

受講しやすい環境づくりのため、これまでの対面講習に加えて、時間を選ばず会社や
自宅などで受講できるオンデマンド方式のオンライン講習を導入します。

（オンデマンド方式）

受講料支払いも、キャッシュレス決済が可能となり利便性が高まります。

クレジットカード、電子マネー、QRコード決済対応!

（対面方式）

受講スタイルの選択肢が増え、より受講しやすい環境を整備!

【これまでの講習】 【新たに追加】
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H26 H28 H30 R2 R4

増加する救急需要に的確に対応するた
め、城南消防署に救急隊を１隊増隊し、
救急体制を強化します。

令和６年度
34隊

令和５年度
33隊

会社や自宅で受講

FC救急車の実証事業 【228万円】

水素社会の実現に向けた取組みの一環として、トヨタ自動車株式会社との
連携協定に基づき、FC救急車の実用化に向けた実証を行います。

100,007件
（速報値）

令和５年中
救急出動件数過去最多
前年比:5,215件増

（万件）
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Ⅲ 令和６年度組織編成案

各消防署 857 各消防署 865
城南本署第２救急小隊の配置

査察課 12 査察課 12

防災センター 9 防災センター 9

44

予防課 7 予防課 7

指導課 15 指導課 15

災害救急指令センター 51 災害救急指令センター 54
通信員の増員（R5.11.1～）

予防部 44 予防部

運航第５係の新設（R5.10.1～）

情報指令部 59 情報指令部 62

情報管理課 7 情報管理課 7

救急課 22 救急課 22

消防航空隊 15 消防航空隊 16

警防課 31 警防課 31

消防団課 6 消防団課 6

教育課 8 教育課 8

警防部 75 警防部 76

課⾧※事業推進の新設
主査※事業推進の新設
係員の増員

消防学校 9 消防学校 9

13

職員課 50 職員課 50

管理課 10 管理課 13

総務部 74 総務部 77

総務課 13 総務課

令和５年度（現行） 令和６年度 組織編成（案）

消防局 1,119 消防局 1,134
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